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原著論文

化粧動画の工程検索を指向した
化粧語彙セット構築の試み†

安尾 萌＊１・河野 雪乃＊２・山西 良典＊２・松下 光範＊２

本研究の目的は，化粧のプロセスを紹介する動画における特定の工程を検索可能にすることである．近年，化粧方法を
紹介する動画が化粧を行う際の参考情報として利用されている．現在の化粧動画の検索は，通常の動画検索と同様に動画
単位での情報収集が主であり，化粧動画の特定の工程を対象とした検索はできない．この課題を解決するには，化粧に関
する専門用語を考慮した語彙セットを構築し，化粧特有の文脈を考慮した検索結果を獲得可能にする必要がある．本稿で
は化粧品のレビュー文と化粧動画の発話文を併用した化粧語彙セットを構築し，各情報源における化粧語彙セットの特性
を分析した．その結果，同一のラベルが付与されたセンテンスであっても，商品レビューからは化粧品の持ち運びに関す
る内容が抽出される一方，化粧方法を紹介する動画からは化粧品の使用による変化の情報が抽出されるなど，データソー
ス間で取得可能な情報が異なることが確認された．
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1. はじめに
化粧は現在，特に女性の日常的行為として広く行われてい
る．化粧を行う動機は趣味嗜好，社会的要請，自己実現など多
岐にわたり [1,2]，それぞれの目的に合わせた化粧法が考え出さ
れている．化粧は皮膚に直接塗布するその性質上，各商品と使
用者の皮膚の色や肌質などとの相性が複雑であり，適切な商品
や塗り方は個人によって異なる．この目的の多様性，および相
性の複雑さが原因で，化粧は画一的な価値基準を設けることが
難しく，化粧工程やプロセスにおける明確なマニュアルやルー
ルが存在しない [3, 4]．そのため，化粧行為のプロセスや目的
達成の成否は，各人の目的やプロファイルに適した商品，およ
び手法に基づいて化粧行為を行うことができたかに依存する．
化粧に関する情報の収集源としては，女性向けの雑誌や化粧
品のレビューサイトなどが挙げられる．近年では，化粧の一連
の工程を紹介する動画（以下，化粧動画と記す）が 10～20代
の女性を中心に人気を集めており，従来の情報媒体に匹敵する
重要な情報源として利用されている1．こうした現状から，化
粧動画は単なるエンタテインメントコンテンツの一ジャンルと
してだけではなく，目的の印象や塗り方のテクニックなどを知
るための情報源としての価値を内包していることが伺える．
参考情報の収集を目的として化粧動画を視聴するユーザは，
必ずしも動画全体の情報を必要とするわけではない．現在の化
粧動画の検索は，一般的な動画検索と同様に動画単位での情報
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収集が主となる．そのため，「大人っぽい印象を与えられるよ
うなアイメイクの方法を検索したい」といった，動画に含まれ
る特定の内容に焦点を当てた検索を行うことはできない．化粧
辞書の構築に関する従来研究では，Web上の情報をデータソー
スとして化粧に指向した語彙を収集・分類し，それらの意味的
類似性や文脈依存性を明らかにした上で知識ベースを構築する
ものがある [5, 6]．これらの研究では，主に化粧品に関する販
売サイトや口コミサイトに投稿されたレビュー文をデータソー
スとして語彙の抽出を行っている．そのため，化粧動画のよう
な異なるコンテンツへの適用を検討する場合，データソースの
性質による語彙特徴の偏りを考慮し，検索対象に適した語彙
セットとして拡張する必要がある．本研究では，化粧に関する
参考情報の収集における検索体験の向上を目的として，「化粧
動画内における特定の工程」を検索可能にする枠組みの実現を
目指す．この目的を実現するため，本研究では化粧動画内に含
まれる発話を検索の手がかりとして特定の工程を抽出すること
を想定した．本稿では語彙セットの拡張に用いるデータソース
として，クチコミサイトに投稿されたレビュー文と化粧動画内
の発話を併用することに着目した．従来研究で利用されてきた
レビュー文は，商品単位での評価や感想が投稿されることが多
い．一方，化粧動画では商品に関する技法や，その技法の適用
結果として実現される仕上がりの印象に関する情報が提供され
る傾向にある．そのため，データソース間で獲得可能な情報の
性質が異なることが予想される．
以上を踏まえ，本稿ではクチコミサイトに投稿されたレ
ビュー文と化粧動画内の発話を併用した化粧語彙の抽出と語彙
セットの構築を試みる．抽出したテキストデータから語彙を抽
出し，単語分散表現を用いて類似するキーワードをクラスタリ
ングすることで語彙セットを構築する．構築した語彙セットを

1 ポーラ文化研究所化粧調査 2019: https://www.cosmetic-culture.po-
holdings.co.jp/report/pdf/191212kitai.eps [accessed Jan. 28, 2022]
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図1 化粧動画内の特定の工程を検索するシステム

利用して，利用される語彙の種類がデータソース間でどのよう
に異なるかを分析し，提案手法の妥当性について検証する．

2. 化粧動画の特定の工程を検索可能にする枠
組み

化粧行為を行う上で，使用者は「どの商品を選択するか」と
いう情報と，その商品を「どのように使用するか」という情報
を必要とする．前者の要求を満たす情報リソースとして，レ
ビュー文が挙げられる．一般的な化粧品の口コミ投稿サイトで
は，化粧品に関する情報が商品単位で分類されており，商品の
価格や商品に対してつけられた総合評価などがクチコミとは別
に付与されている．こうしたサイトに投稿される口コミは，投
稿者のアカウント単位で表示されることが多く，投稿者の年齢
や肌質，皮膚の色といった情報を保持していることもある．実
際に投稿されるクチコミの内容としては，投稿される商品の内
容を中心として，商品の香りやテクスチャーなどの使用感に関
する情報，購入動機や利用シーンに関する情報，同ジャンルの
他商品との比較に関する情報などが投稿されることが多い．レ
ビュー文には商品ごとにどのようなものか，どのようなシーン
で利用したかがテキストとして記述されており，ユーザが購入
する商品を検討する際の参考情報となる．化粧品のレビュー文
は化粧特有の語彙に対応した辞書構築のデータソースとして，
従来研究においても利用されている [7]．
後者の要求を満たす情報リソースとして，化粧動画が挙げら
れる．化粧動画は一般的に，特定の印象やシチュエーションに
沿った仕上がりを最終目的として示し，その仕上がりに至る過
程を連続的に紹介する形式で提供される．化粧動画に含まれる
参考情報は，使用している商品やその評価，商品間の組み合わ
せといった商品単位の情報や，目指す印象とそのための効果的
な演出，塗り方のコツなど，視覚的に確認することを重視すべ
き情報が存在する．これらの情報を利用することで，使用者は
所有している商品の使用方法やそのバリエーション，目指す印
象の演出に関する情報を獲得することができる．ただし，化粧
動画の情報は動画単位でパッケージングされており，特定の工

程を検索するためには動画内の情報を手がかりに目的のシーン
を抽出する必要がある．
化粧動画の特定の工程を検索する試みは，動画のシーン検索
の一種と位置付けることができる．一般的な動画のシーン検索
では，映像の特定のフレームや音声を手がかりとして，クエリ
に合致するシーンを抽出するという手法が一般的である．本研
究が対象とする化粧動画の場合，化粧に関する専門用語やユー
ザの属性に関する情報，また化粧動画が潜在的に持っている情
報を考慮した検索を行う必要がある．この検索を実現するため
には，化粧に関する専門知識を含んだ網羅性の高い知識ベース
を構築する必要がある．専門知識を含んだ知識ベースの構築に
は，対象となるドメインにおける語彙を獲得する必要があり，
この過程で獲得する語彙の網羅性が検索の成否に重要となる．
以上を踏まえ，本研究では複数のデータソースを併用すること
で，化粧検索に対応可能な知識ベースの構築を目指す．
本研究が目指す化粧動画のシーン検索例を図 1 に示す．図

1 の例では，検索者が「2000 円以下で敏感肌でも使える商品
を利用した，大人っぽい印象になれるアイメイク」を探すため
にクエリを入力し，シーン検索を行うことを想定している．ク
エリを入力された検索システムは，検索対象の動画から「動画
内で使用されている商品が 2000円以下で，敏感肌でも使用可
能である」「大人っぽい印象を目的とした化粧行為である」「ア
イメイクのシーンである」といった情報を獲得し，動画内の情
報を手がかりに該当するシーンを抽出する．このシーン抽出に
おける課題のひとつとして，化粧特有の用語への対応が一般的
な辞書では困難である点が挙げられる．化粧に関する専門用語
は，略称や外来語の変形などが多く，化粧に関する情報を専門
としないデータソースからは一般語彙として獲得することが
難しい．例えば，デパートなどの商業施設で販売される高価格
帯の化粧品を指す「デパコス」や，皮脂腺が多く化粧崩れの起
こりやすい顔の部位を意味する「T ゾーン」などが該当する．
また，一般的には季節を意味する「春」がパーソナルカラー2

2 皮膚色や目の色など，個人が持つ身体的な色調と調和する色のグルー
プを指す化粧用語．
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の一種として利用されるなど，通常時とは意味が異なるケース
も存在する．こうした専門用語に対応しないまま検索が行われ
ると，入力されたクエリが検索者の意図通りに解釈されず，ま
た対象となる動画やシーンの切り出しにおいて目的とされない
シーンが抽出されてしまう．これらの課題を解決するために
は，目的とする動画とそのシーンを獲得するための知識ベース
として，検索対象に対応した専門的な語彙を含む辞書を適用す
ることが前提となる．その上で，化粧動画のシーン検索に対応
可能な語彙セットを構築するには，化粧というジャンルにおい
て一般的に用いられる語彙に加え，特に化粧動画において用い
られやすい語彙特徴を持つデータソースを対象として語彙の抽
出を行う必要がある．

3. 関連研究
本研究は，「ユーザの目的に応じた参考情報をいかに抽出す
るか」に焦点を当てた情報検索に関する研究と位置付けること
ができる．この課題は嗜好抽出の課題と共通している．本章で
は，嗜好抽出に関する研究について述べた後，本稿の分析対象
であるテキストのクラスタリングを利用した研究，および化粧
に関する情報検索のための辞書構築に関する研究について述
べる．

3.1 個人の嗜好を反映した情報検索に関する研究
情報検索において個人の嗜好を考慮する試みは多岐にわた
り [8]，食事，音楽といった娯楽に関する研究を中心に取り組ま
れている．多くの場合，言語表現などを利用して印象を間接的
に推定する手法や，類似検索と協調フィルタリングを利用する
手法が採用される．前者の手法の例として，末吉ら [9]は，ニ
コニコ動画に投稿された VOCALOID楽曲動画に付与されたタ
グと視聴者コメントなどのテキスト情報を利用し，ユーザの嗜
好を考慮した楽曲クリエイターの推薦手法を提案している．こ
の研究では，動画に付与されたタグを外部情報として扱い，動
画に付けられたコメントから楽曲の印象を推定することで，ク
リエイターごとの楽曲動画の傾向を整理し，検索に反映してい
る．後者の手法の例としては，段らの研究 [10]が挙げられる．
この研究では，アパレル商品のような，デザインを重要視した
商品のための推薦システムを提案している．深層学習で用いら
れる CNNの特徴量として商品の画像形状特徴を利用し，従来
の協調フィルタリングのアルゴリズムに統合することで，商品
数の増加に対応可能な新しいモデルを提案している．

3.2 テキストのクラスタリングを利用した情報抽出に関
する研究

テキスト情報を利用して情報の抽出を行うための最も一般
的な方法の一つに，単語分散表現を利用する方法がある．この
手法は文書分類などに広く用いられるものだが [11]，現在で
は様々なデータに適用し，潜在的な情報の獲得に利用される．
Magno らは twitter に投稿された 17 億のツイートデータを対
象に，国別の文化的特徴や価値観を明らかにすることを試みて
いる [12]．この試みは，「宗教」や「科学」など 22の観点に基
づいて，59カ国の文化的特徴を分類している．この研究では，

国別の文化的特徴や価値観が明らかになり，いくつかの指標に
おいて実際の文化的特徴との相関が指摘されている．
前節で述べた情報推薦を指向した研究においても，単語分散
表現は広く利用されている．Park らは，観光ツアーの経路設
計に旅行サイトの口コミ情報を利用することで，旅行客のプロ
ファイルに応じた観光経路の推薦を試みた [13]．この研究で
は，旅行に関する口コミサイトである tripadvisor に投稿され
たレビューを対象に投稿者の分析を行い，投稿者のプロファイ
ルによって特有の課題を抱えていることを明らかにしている．
また Paul らは，EC サイトに投稿される大量のレビューの中
から，より有益なレビューを単語分散表現を用いて抽出するこ
とを試みている [14]．この研究は，ある商品について多角的に
言及している良質なレビュー文のサブセットと，レビュー文か
ら得られる感情極性を紐づけることを目指している．一般的な
ECサイトの中にはレビュー文自体の有用性を評価する機能が
付与されているものも多いが，レビュー文から直接有用性のス
コアを推定することで，新規に投稿されたレビュー文にも対応
可能であることが利点として挙げられている．
単語分散表現を領域横断的に利用した例として，Hanらによ

る歌詞推薦手法がある [15]．この研究は，観光地のレビューと
楽曲の歌詞の単語分散表現を共有することで，観光地にいる
ユーザの環境に類似した歌詞を推薦する．従来の楽曲推薦で
は，ジャンルやアーティストなどのメタ情報が用いられてきた
が，単語分散表現を横断的に利用することで，聴取環境に適し
た歌詞を推薦することに成功している．

3.3 化粧を対象とした辞書構築に関する研究
前節で述べたテキストのクラスタリングを利用した研究は，

一般的な語彙を対象とした単語分散表現の活用が中心であっ
た．一方，本研究で対象とする化粧には，造語や略称，一般語
とは意味の異なる語など，多様な専門用語が多く含まれる．そ
のため，これらの情報を反映させた化粧専用の辞書の構築が求
められる．本節では，化粧を対象とした辞書構築に関する従来
研究について述べる．

Ueda ら [7] は，特定の商品と類似している化粧品のカテゴ
リと，類似していない化粧品のカテゴリに付与されたレビュー
に出現する評価表現の傾向を観察し，各化粧品のカテゴリに対
応した評価表現辞書の構築を検討した．この研究では，化粧品
のレビューから頻出単語を抽出し，各カテゴリのレビュー文か
ら抽出した単語の出現回数を用いて算出されたコサイン類似
度の比較を行っている．結果として，化粧品のカテゴリごとに
共有可能な評価項目があることが確認されている．酒井ら [6]
は，化粧品につけられたレビュー文を利用して，化粧品を対象
とした評価表現辞書を構築することを試みた．この研究は，レ
ビュー内に記述された使用感や印象などの情報を抽出すること
で，ユーザの検索要求に沿ったレビュー文の推薦を可能にする
ことを目的としている．対象とするレビュー文から，「価格」や
「使用感」といった項目に対して付与された「高い」「潤う」な
どの評価表現を抽出し，レビュー自体に付与された評価値をも
とに，それぞれの項目の評価値を推定している．
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3.4 本研究の立ち位置
情報抽出の技術的観点からは，本研究は嗜好抽出にテキスト
のクラスタリングを適用するアプローチとして捉えられる．嗜
好抽出に関する従来研究では，テキストだけでなく画像情報や
音響特徴を手がかりに目的の情報を推定する手法が検討されて
いる．本研究が対象とする化粧の場合，香りやつけ心地，使用
感など，主観的かつコンテンツドメインに深く依存するクエリ
を扱う必要があるため，そのクエリに応答するための手がかり
を視覚的特徴に基づく手法でコンテンツ自体から得ることは難
しい．そのため本研究では，テキスト情報を検索クエリとする
手法を採ることとする．テキストのクラスタリングを活用した
従来研究は，単語分散表現による潜在的知識の獲得が，テキス
トをベースとした情報検索や情報の推薦，知識の抽出などに有
用であることを示している．本研究もこの手法に則り，単語の
クラスタリングと語彙セットの構築を試みる．
化粧辞書の構築に関する従来研究においては，データソース
として化粧品のレビューサイトを対象としている．多くのレ
ビューサイトにおけるレビュー文は，商品単位でレビューを記
述する形式が採用されている．また，「イエベ春3」といった利
用者のパーソナルカラーの情報が含まれていることも多い．そ
のため，商品単体の効果や特性に関する情報を詳細に収集する
ことを企図する場合，レビュー文をデータソースとして利用す
ることは合理的である．一方，化粧動画では一般的に，複数の
商品を利用して化粧の過程を実践する形式をとることが多く，
化粧品の組み合わせや利用順序に関わる情報を含むことが特徴
として挙げられる．この点を考慮すると，化粧工程に関わる技
法や他商品との組み合わせに関する情報を収集することを企図
する場合，化粧動画内の発話を利用することは合理的である．
このように，化粧動画と化粧レビューでは，化粧という同一の
コンテンツに関連している言語情報である一方で内容には大き
な違いが存在する．こうした異なる性質を持つデータソースを
利用することで，化粧動画の検索へ適用しやすい辞書の構築が
期待できるだけでなく，複数の商品間の相性といった，従来の
化粧辞書では得られにくい性質のデータの獲得が期待できる．

4. 化粧語彙セットの構築
本研究が目指す検索は，テキストをベースとした形式の検索
を想定している．一般的なテキスト検索では，単語分散表現を
用いて文脈的な特徴を獲得し，その特徴を手がかりに目的の情
報を検索するケースが多い．しかし，単純な単語分散表現の適
用を行うだけでは，多義的な語彙への対応や語彙の関連を考慮
した検索が難しい．本研究で扱うような化粧における語彙で
は，本来季節を表す語である「春」がパーソナルカラーの一種
として使用されるケースにあるように，一般語彙として利用さ
れる語とは異なる文脈で共通のキーワードが利用されることも
ある．このような場合，単語分散表現のみを用いた検索は検索
者の意図に沿った検索結果を返すことができない．こうした課
題に対応するには，特定のジャンルにおける類似した意味の語
彙をまとめた単語集合を作成し，類似した概念の語彙を共通し

3 彩度や明度が高い暖色系の色が似合う肌の人を表現する化粧用語．

た概念として扱う必要がある．
そこで本稿では，化粧の特定の工程を検索可能にするための
語彙セットを，概念アトリビュートの獲得 [16] に基づいて構
築する．概念アトリビュートは，特定のドメインに属する語彙
のうち，意味的な類似性の高い単語の集合を指す．概念アトリ
ビュートは以下の手順で獲得される．

1. 化粧に関わるデータソースから語彙を収集する
2. 収集した語彙の単語分散表現ベクトルを獲得する
3. 単語間における類似度の高い語彙をクラスタとして獲得
する

4. 各クラスタを説明する概念をラベルとして付与する
この手法は，意味的に類似した単語同士を同一の概念として扱
うことで，より人の認知に近い感性で語彙を解釈することを企
図している．パーソナルカラーとしての「春」を例にすると，
化粧語彙というドメイン下における「春」というキーワードが，
使用される文脈ごとに「季節」「色」に該当するクラスタにそ
れぞれ分類されることで，検索者が入力したクエリの文脈を考
慮した検索結果を獲得可能になることが期待できる．

4.1 対象とするデータとデータの抽出
化粧語彙セットの構築にあたり，化粧品に対してつけられた
レビュー文と，化粧動画における発話の書き起こしデータをそ
れぞれ収集した．化粧は複合工程であり，化粧動画内では複数
の行為がひとまとまりのコンテンツとして提供される．化粧の
工程は一般的に，化粧の下地となる「ベースメイク」，眉に施す
「アイブロウ」，目の周りに施す「アイメイク」，頬に施す「チー
ク」，口に施す「口紅」の 5工程が存在する．データソース間
で獲得可能な語彙特徴を調査するには，特定の工程に絞った比
較分析を行う必要がある．以上を踏まえ，今回は「口紅」およ
び「アイメイク」に関する工程を抽出することを想定し，それ
ぞれのジャンルに関わる化粧品につけられたレビュー文，およ
び化粧動画内の発話の書き起こしを収集した．
レビュー文の収集は，化粧品レビューサイト@cosme4 に投

稿されたレビュー文を対象に行った．2021年 12月 29日の時
点における@cosmeのアイテムカテゴリで，商品一覧に記載さ
れている化粧品（口紅・グロス・リップライナー 9,979点，アイ
シャドウ 6,994点，マスカラ 4,332点，アイライナー 3,937点）
を商品の掲載順にソートし，スクレイピングを用いて商品ペー
ジの URLを取得した．収集対象となった商品は，商品カテゴ
リ「口紅」に登録された商品 530点，商品カテゴリ「アイメイ
ク」に登録された商品のうち，小カテゴリ「アイシャドウ」「マ
スカラ」「アイライナー」各 110点分である．各商品 1点に対
し最大 200 件分のレビュー文を収集したところ，最終的なレ
ビュー文数は，口紅 45,319件，アイメイク（アイシャドウ，マ
スカラ，アイライナーの合計）43,385件であった．
化粧動画の発話文の収集は，YouTube5に投稿されている化
粧動画を対象に行った．化粧動画に関しては，機械的な URL
の収集が困難であり，化粧品の商品紹介動画や非日常的な場面

4 https://www.cosme.net/ [accessed Jan. 28, 2022]
5 https://www.youtube.com/ [accessed Jan. 28, 2022]
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(a)レビュー文：名詞 (b)レビュー文：動詞 (c)レビュー文：形容詞

(d)発話文：名詞 (e)発話文：動詞 (f)発話文：形容詞

図2 各データソース：品詞別の異なり語彙数の推移

を対象としたメイクに関する動画などが収集されてしまう．そ
のため，「メイク」をクエリとしたキーワード検索の動画を関連
度順で取得し，①取得した動画の内容が「目的に合わせた一連
の化粧の工程」を紹介するものであること，②口紅，およびア
イメイクの工程が省略されていないこと，③他者の顔に近づけ
るためのメイク（なりきりメイク）や非日常的な場面を対象と
したメイク（e.g.,ハロウィンメイク）に関する動画ではないこ
と，の 3点を確認した上で収集し，該当する動画の関連動画か
ら類似の内容の動画を収集するという工程で収集した．収集対
象となった動画は 150動画であった．発話の書き起こしデータ
は Savesubs6を用いて対象の動画から字幕を収集し，誤字脱字
を人手で修正した． この取得した発話の書き起こしデータか
ら，口紅とアイメイクに関する発話部分のみを抽出した．発話
抽出の開始／終了の基準は，動画内の発話内容に基づいて行っ
た．開始時点は化粧工程の開始を示す発言（「はい，次にアイ
メイクをやっていきます」）があるタイミングや，口紅，アイ
メイクに使用する化粧品が画面に映ったタイミングを基準とし
た．終了時点は化粧工程の終了を示す発言（「これでアイメイ
クの完成です」）があるタイミングや，口紅，アイメイク以外
の化粧品が画面に映ったタイミングを基準とした．この一連の
処理により，口紅に関する内容の発話 120動画分，アイメイク
に関する内容の発話 30動画分を取得した．

4.2 化粧語彙の分散表現の獲得とクラスタ化
前節で収集した口紅とアイメイクのデータを用いて化粧語
彙セットを構築する．構築する語彙セットの対象の品詞は，名
詞，形容詞，動詞の 3つを選定した．名詞からは「リップ」「マ
スカラ」などの道具名や具体的な商品名の語彙，形容詞からは
「かわいい」「きれい」などの印象に関する語彙，動詞からは
「塗る」「ぼかす」などの技法に関する語彙を取得することを想

6 https://savesubs.com/ja [accessed Jan. 28, 2022]

定した．
語彙セットの構築に先立って，適切なデータ数の決定のた
め，収集したデータソースに含まれる形容詞，名詞，動詞を対
象として異なり語彙数を調査した．レビュー文，および化粧動
画の発話文に対して形態素解析を行い，各品詞ごとに語を取得
した．形態素解析には Mecab（Ver.0.996）を用い，辞書には
mecab-ipadic-NEologd（Ver.0.0.7）を用いた．調査対象は「口
紅」のレビュー文 45,319件，および化粧動画の発話文 90件で
ある．レビュー文については 1,000件ごと，化粧動画の発話文
については 5件ごとにランダムサンプリングを行ってから異な
り語彙数を算出し，10 回の試行の平均値を異なり語彙数とし
て決定した．各品詞ごとの異なり語彙数を図 2に示す．分析対
象のレビュー文に含まれる品詞のうち，形容詞，名詞の異なり
語彙数がおよそ 30,000 件程度で収斂する傾向にあることを確
認した．この結果から，語彙セット構築のためのデータ量の基
準として，レビュー件数の総量が 30,000 件を超える商品数を
対象とすることを決定した．名詞に関しては，分析対象の範囲
内での収斂は確認されなかったが，新商品やメーカー名などの
増加によって収斂が見込みにくいことが想定されるため，デー
タ数の決定基準としては採用しなかった．化粧動画の発話につ
いても同様の分析を行ったところ，いずれの品詞においても収
斂する傾向が見られなかった．この結果は，化粧動画がエンタ
テインメントコンテンツの一つであり，投稿者のエピソードな
ど化粧と無関係な発話が含まれやすいことが原因として考えら
れる．
最終的な語彙セットの構築対象としたデータ数は，「口紅」

「アイメイク」に関するレビュー文が各カテゴリごとに 300商
品分，化粧動画内の発話文 90動画分であった．これらのデー
タソースから各品詞ごとに重複を除いて語彙の収集を行ったと
ころ，レビュー文から 27,889 語，発話文からは 1,162 語の語
彙が獲得された．
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図3 エルボー法によるクラスタ数の決定

次に，得られた各語彙の意味的距離を算出し，類似するキー
ワードのクラスタリングを行った．本稿では，この処理に鈴
木らが作成した日本語 Wikipedia エンティティベクトル7を用
いた．これは日本語版Wikipediaの本文全文を学習データとし
て構築（ベクトルの次元数が 200次元，windowサイズは 5単
語）されており，一般的な語彙の曖昧性に頑健であるという特
徴を持つ [17]．このWikipediaエンティティベクトルを用いて
化粧語彙の分散表現を獲得し，これを k-means++法 [18]によ
り 55クラスタに分割することで語彙セットを作成した．クラ
スタの分割数の決定にはエルボー法を利用した [19]．エルボー
法は，クラスタ内の誤差平方和（以下，SSEと記す）とクラス
タ数が共に最小となる値をクラスタの分割数とする方法であ
る．今回獲得した化粧語彙に対する SSE の値とクラスタ数を
図 3に示す．この方法に基づき，クラスタの分割数を 55と決
定した．
その後，作成したクラスタの内容に基づき，それぞれクラ
ス名を付与した．クラス名の付与はオンライン調査を利用し
た．各クラスに分類された語彙からランダムに 30語を抽出し，
8名の評価者に独立に提示した上で「この語群を意味する最も
適切なグループ名をつけてください」という質問を行い，回答
を収集した．収集した回答のうち，4人以上が同一の内容を回
答していた語について，他クラスとの重複を許可してラベル名
として決定した．付与されたクラス名と各クラスに所属する語
の一部を表 1に示す．ラベル名が一意に定まらなかった項目に
ついてはラベル名を付与せず，分析の対象外とした．最終的に
55クラス中 48クラスにラベル名が付与された．

5. 分析
本研究の提案は，化粧動画内における特定の工程を検索可能
にするための化粧辞書を構築するために，レビュー文と動画内
の発話をデータソースとして併用することで，レビュー文だけ
では獲得の難しい性質のデータを獲得可能にすることを企図
している．本提案の妥当性を検証するためには，異なるデータ
ソースでそれぞれ得られる情報の性質が異なり，それらを併用
することで単一のデータソースのみでは獲得できない情報を収
集可能であることを実験的に示す必要があると考えた． そこ

7 http://www.cl.ecei.tohoku.ac.jp/~m-suzuki/jawiki_vector

表1 付与したクラス名と各クラスに所属する単語（抜粋）
クラス名 所属する単語（抜粋）
価格 費用，需要，数量，負担，価格，税込
トラブル 瞬時，落ち，割れ，翌朝，惨事，崩れ
肌の状態 すみ，しわ，わか，つり，なみ，つや，くま
色 スカーレット，セブン，マット，ベーシック，ホワイト
芸能 素顔，イベント，編集，舞台，特集，ファン

表2 付与したラベルと基準
ラベル名 付与した基準
商品 化粧品のブランド名，品番に関する内容
商品の特性 商品の特徴への言及
商品の価格 商品の値段や価格に関する内容
色味 化粧品自体の色味や化粧品を使用した後の色味
香り 化粧品の匂いに関する内容
塗り方 具体的な塗り方に関する説明
テクスチャー 化粧を実際に塗った使用感
印象 「優しい」や「可愛い」といった具体的な印象
評価 商品の評価を含む内容
効果 化粧前後の変化や塗り方による化粧効果の説明
他者の意見 「言われていて」など伝聞が含まれる内容
TPO 時，場所，場合に関する言及
リピート 再購入に関する表現が含まれる内容
比較 他の商品との相違点の説明
肌質や色 肌質（脂性肌など）や皮膚の色（地黒など）
その他 発話者の近況報告など化粧に関係のない内容

で，(1) レビュー文のみならず化粧動画内の発話が化粧表現の
情報源として活用可能であるか，(2) 化粧特有の表現はデータ
ソース間でどのような差があるか，という 2つの観点を明らか
にする．(1) は化粧語彙セット構築における提案法の妥当性に
関する観点である．データソースごとにクラスの構成比を観察
することで，化粧に関する語彙がどの程度の精度で分類可能か
を観察する．(2) はデータソースの違いによって生じるセンテ
ンスラベルごとの語彙特徴に関する観点である．データソース
ごとのクラスの構成比を観察した上で，バイナリ化されたクラ
スごとの数値をデータソース間で比較し，各データソースごと
に特徴付けられていると推測可能なセンテンスを定性的に観察
することで，発話とレビュー文からそれぞれ異なる特徴を持つ
情報が抽出されたかどうかについて観察する．

5.1 テストデータの構築
分析にあたり，語彙セット構築に利用しなかったデータか
らテストデータを構築した．テストデータは，前章で収集し
たデータのうち，化粧語彙セット構築に利用しなかった発話
文 30 動画分および口紅・アイメイク化粧品の各 30 件分のレ
ビュー文を用いた．
テストデータは各データソースのいずれも句読点を基準とし
て分割し，分割した各文にはテキスト内容に基づいて人手で分
類ラベルを付与した（以下，センテンスラベルと記す）．作成
したセンテンスラベルは，商品，商品の特性，商品の価格，色
味，香り，塗り方，テクスチャー，印象，評価，効果，他者の意
見，TPO，リピート，比較，肌質や色，その他の計 16種類とし
た．ラベル付与の基準を表 2に示す．これにより，口紅の発話
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図4 語彙セットを用いたテストデータのバイナリ化

460文，レビュー 310文，アイメイクの発話 1532文，レビュー
235文が得られた．このテストデータに対し，語彙セットと同
様にMecab（Ver.0.996）[20]および mecab-ipadic-NEologdを
用いて形態素解析を行った後，名詞，形容詞，動詞の 3つを抽
出した．これにより得た単語のうち，重複を除くと，口紅の発
話文の単語数が 835単語，レビューデータの単語が 887単語，
アイメイクの発話文の単語数が 1,818単語，レビューデータの
単語が 884単語であった．
これらの単語について，4 章でクラスタリングされた語彙
セットの各クラスの語彙とテストデータに含まれる語彙とを比
較する．図 4に示すように，テストデータに含まれる語彙が該
当するクラス内に存在する場合は「1」，それ以外は「0」とバ
イナリ化した．以下では，この処理で得られた語彙のベクトル
表現をセンテンスベクトルと記す．

5.2 センテンスラベルの構成比率の比較
付与したセンテンスラベルの構成比率をデータソース間で比
較し，発話文から取得できる化粧表現がレビュー文から取得可
能な化粧表現と差があるかどうかを明らかにする．口紅とアイ
メイクを合わせた発話文とレビュー文に付与したセンテンスラ
ベルの構成比率を図 5 に示す．次に，各データソースにおい
て多く含まれるセンテンスラベルの構成比率を確認するため，
センテンスラベルごとの構成比のうち，上位 5% を観察した．
その結果，レビュー文に多く含まれるセンテンスラベルは「商
品」「商品の特性」「色味」「評価」「効果」であった．発話文に
多く含まれるセンテンスラベルは「商品」「商品の特性」「色味」
「塗り方」「印象」であった．この結果から，データソース間で
のセンテンスラベルの構成に差異が確認された．詳細について
は，6章で議論する．
次に，データソース間において大きな差が観察される項目を
明らかにするため，データソース間のセンテンスラベルごとの
絶対差を算出し，該当するセンテンス数と絶対差の比を観察し
た．分析の際，データ数の多寡による影響を考慮するため，絶
対差の合計値と各センテンスラベルの絶対差の比を算出し，下
位 5%に該当するセンテンスラベルは分析の対象外とした．算
出した割合の上位 5%を観察したところ，「商品」「塗り方」「印

図5 データソース間におけるセンテンスラベルの構成比の
比較

象」のセンテンスラベルが共通の特徴として観察された．また
レビュー文からは「テクスチャー」「評価」が特徴的な項目で
あり，発話文からは「効果」「TPO」が特徴的な項目であること
が明らかになった．

5.3 テストデータに関する語彙特徴の分析
データソース間による語彙特徴の差異を明らかにすることを
目的として，センテンスラベルと各クラスの関係に着目した分
析を行った．5.1節で構築したテストデータに対し，各クラス
に該当する語彙の割合をデータソースごとに求め，該当する語
彙数をセンテンス数で正規化した後にデータソース間の差分を
算出した．算出結果は，値が大きい場合ほど該当クラスに属す
る語彙がレビュー文で用いられる頻度が高く，小さい場合ほど
発話文で用いられる割合が高い．このデータに対し，各データ
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表3 レビュー文と発話文の語彙特徴の比較（一部抜粋）

ラベル名 色 数値
生活
シーン 芸能 時期 色

商品の価格 0.0001 4.2519 4.2519 4.2519 1.4009 1.6738
色味 3.9654 4.2541 4.2519 4.1949 3.227 4.2443
塗り方 3.8556 4.2527 4.254 4.2516 3.326 3.6619
印象 2.1118 4.2404 4.2519 4.2542 2.902 4.0776
TPO 0.4977 3.5654 4.2519 3.8658 0.0002 2.4132
比較 4.2519 4.2519 4.2519 4.2519 4.2519 9.1605

太字箇所はレビューと動画内発話の標準偏差から 3! 区間に該当する項
目を示す．

ソースにおいて顕著に特徴が確認される項目を定性的に分析
するため，算出結果の標準偏差から 3! 区間に該当する項目を
確認した．該当する項目を表 3 に示す．この分析の結果，レ
ビュー文では「印象―芸能」「塗り方―生活シーン」「色味―数
値」，発話文では「価格―色」「比較―色」「TPO―時期」が抽出
された．以下では，該当する項目が抽出されたセンテンスを各
データソースごとに観察する．
「印象」ラベルが付与されたレビュー文のセンテンスは 14件
観察された．そのうち，「芸能」クラスの語彙が抽出されたセン
テンスは 1件であり，「口紅メインのメイクにすると可愛い！」
という文章が確認された．この文章に含まれる「メイン」とい
う語が「芸能」クラスに分類されていたことが影響したと考え
られる．
「塗り方」ラベルが付与されたレビュー文のセンテンスは

19件観察された．そのうち，「生活シーン」クラスの語彙が抽
出されたセンテンスは 0件であった．この結果は，データソー
ス間の差分をとったことで，元となるセンテンス数の少ない
データが抽出されたと考えられる．
「色味」ラベルが付与されたレビュー文のセンテンスは 104件
観察された．そのうち，「数値」クラスの語彙が抽出されたセ
ンテンスは 7 件であった．該当するセンテンスとして「506：
かなり濃いめのピンクですがびっしり青ラメが入っていて角度
によって色味が少し変わって見えます」といった文章が確認さ
れた．これは化粧品のカラーバリエーションを示す際に使用さ
れる色番号と，その色に対する言及が影響したと考えられる．
「価格」ラベルが付与された発話文のセンテンスは 7件観察
された．そのうち，「色 1」クラスの語彙が抽出されたセンテ
ンスは 3件であった．該当するセンテンスには「990円でセブ
ンイレブンで売ってるやつなんですけど」といった文章が確
認された．「色 1」クラスに分類された語彙を確認したところ，
「パープル」などの色を意味する語彙のうち，カタカナで表記
される語彙が集中的に分類されており，「プチプラ」「セブン」
などの色以外のカタカナ語が同一のものとして分類されている
ことが確認された．
「比較」ラベルが付与された発話文のセンテンスは 8件観察
された．そのうち，「色 2」クラスの語彙が抽出されたセンテ
ンスは 5件であった．該当するセンテンスには「SUQQUと比
べると SUQQU の方が大人っぽいような色味かなと思うんで

すけど」に示されるような，類似商品との色の比較や，化粧工
程の前後での変化を比較する言及が観察された．「比較」ラベ
ルが付与されたレビュー文のセンテンスを同様に確認したとこ
ろ，別商品との色味の比較は同様に観察されたが，化粧工程に
よる変化についての言及は観察されず，持ち運びのしやすさや
つけ心地に関する内容のセンテンスが中心であった．
「TPO」ラベルが付与された発話文のセンテンスは 17件観察
された．そのうち，「時期」クラスの語彙が抽出されたセンテン
スは 10件であった．該当するセンテンスには「なのでちょっ
と前にやった就活メイクと同じ感じなんですけど」といった，
利用シーンや年中行事に関する言及が確認された．一方，「今
日はねちょっとイエベ春感を前面に押し出したいので」など，
パーソナルカラーに関する「春」が時期クラスの語彙として抽
出される現象も確認された．

6. 議論
前章では，化粧動画内の発話から化粧表現が獲得可能である
ことと，獲得可能な化粧特有の表現がデータソース間で異なっ
ていることを明らかにするために，(1) レビュー文のみならず
化粧動画内の発話が化粧表現の情報源として活用可能である
か，(2) 化粧特有の表現はデータソース間でどのような差があ
るか，という 2つの観点から分析を行った．

(1) の結果として，データソース別に付与されたセンテンス
ラベルの構成比の比較から，対象とするデータソースによって
取得できる内容に偏りがあるものの，化粧動画内の発話から化
粧表現が取得できることが確認できた．これは，化粧に関する
検索のためのデータソースとして，化粧動画を利用することの
意義を示すものと言える．化粧動画コンテンツの検索機能の向
上を図る上で，「どのような化粧品をどのように利用すれば所
期の化粧が可能になるか」というユーザの関心に応えるために
は，利用される化粧品の特性に加えて，塗り方などの化粧品の
利用方法を把握しておく必要がある．今回得られた知見は，そ
の判断に活用する知識の構築にあたり，化粧動画の発話文とレ
ビュー文とをその特徴の下で組み合わせて利用すべきであるこ
とを示唆している．

(2) の結果として，データソース別に付与されたセンテン
スラベルの構成比の比較から，レビュー文からは「評価」「効
果」，発話文からは「塗り方」「印象」に関するデータが多く含
まれることが明らかになった．またレビュー文からは「テクス
チャー」「評価」が，発話文からは「効果」「TPO」に関する内容
が，データソースごとの特徴的な情報として獲得できることが
わかった．またセンテンスラベルと語彙クラスの関係の比較か
ら，人手でセンテンスラベルを付与した発話文およびレビュー
文と化粧語彙セットの各クラスの関係が明らかになった．「比
較」ラベルにおけるデータソース間の比較の結果からは，同一
のセンテンスラベルにおいてもデータソースによって獲得可能
な化粧の知識が異なることが示唆された．この結果は，単一の
データソースに基づく従来の化粧辞書では得られなかったデー
タの獲得が可能であることを示しており，(1) において示され
たデータソースの併用の効果を支持するものと考えられる．
本稿における限界として，化粧動画における語彙の獲得量，
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および語彙のクラスタリングにおけるラベル名との不一致があ
る．語彙の獲得量に関しては，図 2 に示されるように異なり
語彙数の収斂が確認されず，また獲得された語彙数もレビュー
文と比較して少量であった．この原因として，化粧動画におけ
るデータの収集工程がレビュー文の収集工程と比較して複雑で
あることが考えられる．動画の字幕保存の自動化や分析対象の
工程の範囲の制約を緩和することで，化粧動画の内容確認の工
程の効率化を図るといった対応が必要である．語彙のクラスタ
リングにおけるラベル名の不一致に関しては，(2) の分析にお
いて示されたように，「色」ラベルにおけるカタカナ語の混同
やパーソナルカラーを示す「春」が「時期」クラスに割り当て
られるなどの現象が該当する．そのため，クラスタリングの精
度の向上やラベルの精度の向上について今後の課題とする．ま
た，化粧に関連する語彙のデータソースとしては，今回対象と
した動画内の発話の他に，ショート動画や画像投稿サイトで利
用されるハッシュタグなどが存在する．これらはユーザの検索
時に利用されるものであり，語彙セットのデータソースとして
の有用性が期待できる．これらのデータソースを対象とした語
彙セットの拡張についても今後の検討事項とする．

7. おわりに
本研究は，化粧動画内における特定の工程を検索可能にする
枠組みの実現を目指し，化粧辞書の拡張のための語彙分析を
行った．本稿では，従来研究で用いられてきたレビュー文に加
え，化粧に関する手法を紹介した動画の動画内発話をデータ
ソースとして併用することを提案した．この提案の妥当性を検
証するため，レビュー文と発話文をデータソースとした語彙
セットを構築した．化粧動画内の発話から化粧表現が獲得可
能であることと，獲得可能な化粧特有の表現がデータソース
間で異なっていることを明らかにすることを企図して，(1) レ
ビュー文のみならず化粧動画内の発話が化粧表現の情報源とし
て活用可能であるか，(2) 化粧特有の表現はデータソース間で
どのような差があるか，という 2つの観点から分析を行った．

(1) の結果として，データソース別に付与されたセンテンス
ラベルの構成比の比較から，データソース間で得られる情報
が異なることが明らかになった．また「比較」ラベルにおける
データソース間での定性的な観察の結果から，共通するラベル
が付与されたセンテンスであっても，データソース間で異なる
意味を含む情報が観察された．この結果から，レビュー文と発
話文のデータソースを併用することで，化粧動画の特定のシー
ンに合致する参考情報を提示することが可能になることが明ら
かになった．

(2) の結果として，データソース別に付与されたセンテンス
ラベルの構成比の比較から，レビュー文からは「評価」「効果」，
発話文からは「塗り方」「印象」に関するデータが多く含まれる
ことが明らかになった．センテンスラベルと語彙クラスの関係
の比較からは，データソース間で異なるラベル―クラス対が抽
出された．「比較」ラベルにおけるデータソース間での定性的
な観察からは，化粧工程の前後での変化を比較する言及など，
データソース特有の言及が確認された．この結果は，各データ
ソースから獲得される化粧表現が大きく異なること，またデー

タソース間で共通のラベルを持つ情報であっても獲得される化
粧表現の内容が異なり，各データソース特有の情報が獲得可能
であることが明らかになった．
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Construction of Makeup Vocabulary Datasets for Scene Search on Makeup Movies
by

Megumi YASUO, Yukino KONO, Ryosuke YAMANISHI, and Mitsunori MATSUSHITA

Abstract:
This study aims to acquire the vocabulary of cosmetics and makeup techniques used for searching for an intended scene from

makeup movies. When applying cosmetics, it is necessary to appropriately select a set of cosmetics by considering individual pref-
erences, affective senses, and physical constitutions. Makeup movies are gaining popularity as reference information for applying
makeup and are becoming as crucial as traditional information media. Currently, people retrieve makeup videos on a video-by-video
basis, and methods for retrieving specific processes in makeup movies have not yet been developed. As the first step in developing
such a system, this paper conducted a fundamental analysis of vocabulary collected from cosmetic reviews and speech in makeup
movies. The characteristics of each modal were studied, focusing on the semantics of sentences and word categories. As a result,
each data source contains different types of cosmetic vocabulary. This result implies that using each data source in a combining
manner to build a vocabulary is a rational way to expand the vocabulary efficiently.
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